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健康なボランティアの無症候性内リンパ水腫の予後：5 年のコホート研究 
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論文審査の要旨 

 

メニエール病の病態は内リンパ水腫とされている。内リンパ水腫を検出する方法として

内耳造影 MRI が確立され可視化と分類が可能となったが、近年、無症候性水腫症例があ

ることが報告された。本研究は、健康なボランティアを対象に、内耳造影 MRI を用いて

追跡調査を実施し、無症候性内リンパ水腫の予後について検討した。 

健康なボランティア 115 名のうち内耳造影 MRI 陽性の 8 名を対象にとし、5 年間の追跡

調査を行った。8 名は片側性の中等度水腫が認められ、5 年後に 4 名（50%）で消失し、

4 名で持続した。持続例のうち 2 名（25%）がメニエール病を発症し、シェロング試験陽

性率や自己評価うつ病尺度の得点が高く、自律神経失調や精神的苦痛を介してメニエー

ル病が発症に関与することが示唆された。 

公聴会では、メニエール病発症と SDS 高値との関係、自律神経失調以外の関与、内耳造

影 MRI の数値での評価基準、予防法や治療法への応用などについて質問されたが、それ

ぞれ適切に回答した。 

本研究は、健常人の中に無症候性内リンパ水腫を示すものが存在することを明らかとし、

内リンパ水腫がメニエール病の診断を確定するマーカーになり得ないことを示し、診療

ガイドラインに大きな影響を与えるものである。以上から、本研究は耳鼻咽喉・頭頸部

機能制御医学の発展に寄与するものであり、公聴会での質疑と合わせて学位授与に値す

ると判断する。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに耳鼻咽喉・頭頸部機能制御医

学の進歩に寄与するところが大きいと認める。 
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